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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこ

れから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まち

づくり」を進めています。このコーナーでは町や地域が行って

いる取り組みについて、毎月お伝えしています。
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まちあるきイベント「西大枝“歴史の道”を歩く」を開催まちあるきイベント「西大枝“歴史の道”を歩く」を開催

　11 月 16 日、秋晴れの下、国見町郷土史研究会によるまちあ

るきイベント「西大枝“歴史の道”を歩く」を開催し、町内

外から 41 名が参加しました。

　イベントでは、講師の解説により、王壇古墳や竹ノ内遺跡

など約 3.5 ㎞のコースを歩きました。地元参加者からは「身

近な場所での新たな魅力発見につながった」、町外からの参加

者からは、「柿干場などの景観や霊山を見渡せる眺望が素晴ら

しい」などの声が寄せられ、国見町の魅力に触れた 1 日とな

りました。 ウォーキングしながら町の歴史を学びました

仙台圏「モニターツアー」を実施しました仙台圏「モニターツアー」を実施しました

　宮城県の仙台圏在住の方を対象とした「モニターツアー」

を 10 月 25 日に実施し、50 代から 70 代の 10 組 20 名が参加し

ました。

　ツアーでは、町内飲食店の「彩季亭」自慢の甘酒に始まり、

奥山家住宅、あつかし千年公園を見学しました。夕食は、イ

タリアンレストラン「トラットリア・ダ・マルティーノ」で、

地元食材を使ったシチリア料理を堪能した後、同日に開催さ

れた鹿島神社例大祭の「もみ合い」を見物し、町の歴史・食・

文化を堪能した１日となりました。

　ツアー後に実施したアンケートでは、参加者全員が「また

来たい」と回答し、町の魅力を存分に伝えることができました。

職員の案内を聞きながら、奥山家住宅を見学する参加者

東京ふるさと国見会　歴史講演会「国見を深堀り！歴史編」東京ふるさと国見会　歴史講演会「国見を深堀り！歴史編」

　11 月 8 日に開催しました「東京ふるさと国見会」で、国見

町の歴史を深堀りする講演会を実施しました。

　講演では、旧石器時代から明治維新以降の近代化に至るま

での変遷や境界の地かつ交流の要衝地であった国見町の地政

学的特徴、これまで培われてきた歴史は、国見町の「たから

もの」であることを解説しました。参加者からは当時の写真

や地図について質問が相次ぐなど、郷土愛を再認識できた時

間となりました。 町の歴史について真剣に聞き入る参加者
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▲公営塾「放課後塾ハル」の授業の様子

　こんにちは！地域おこし協力隊 2 年目の濱村和生です。公営塾「放

課後塾ハル」スタッフとして活動しています。

　先日行われた国見町駅伝競走大会に参加させていただくなど、町民

の皆さんの温かさに支えられながら、楽しく活動しています。

　今年度は、公営塾で中学 1・2 年生を対象に、英語と数学を中心とし

た「学びの習慣づけ」の授業を担当しています。授業では、基礎学力

の定着はもちろん、家庭学習の時間の確保や、間違いを恐れずに発言

できる雰囲気づくりに力を入れています。子どもたちが自分で考え、

学習計画を立て、振り返ることができるようになる、その積み重ねが“将

来にわたって使える力”につながると信じています。

　これからも地域と連携しながら、国見町の未来を担う子どもたちの

“学ぶ姿勢”を一緒に育んでいきます！

子どもたちの“学ぶ力”を育むために！
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